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１
月
31
日
に
追
分
公
民
館
で
、
学

習
成
果
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
照
明
や
音
響
、

司
会
進
行
な
ど
を
３
年
生
が
中
心

に
運
営
す
る
、
追
高
の
学
び
「
言

語
活
動
の
充
実
」
の
集
大
成
と
言

え
る
重
要
な
行
事
。
３
年
生
の
選

択
授
業
で
あ
る
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
」「
食
物
研
究
」「
自
然
科
学
入

門
」「
演
奏
に
親
し
む
」
な
ど
７
科

目
の
学
習
成
果
に
加
え
、
１・２
年

生
は
音
楽
の
学
習
成
果
と
し
て
、

追分高校です

22
日　
終
業
式
・
離
任
式

25
日　
年
度
末
休
業

追
分
公
民
館
で
学
習
成
果
発

表
会
を
実
施
！

安
平
町
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
！
　

85

合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
や
地
域
の
教
育
関
係
者
の

方
々
な
ど
、
約
30
名
の
方
に
発
表

会
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
情
報
の
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
」

で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
作

り
上
げ
た
３
Ｄ
の
Ｃ
Ｇ
ア
ニ
メ
15

作
品
を
上
映
。
ス
ト
ー
リ
ー
性
の

あ
る
力
作
が
多
く
、
驚
き
と
歓
声

が
上
が
る
一
幕
も
。家
庭
科
の「
生

活
福
祉
援
助
技
術
」
で
は
、
福
祉

施
設
訪
問
実
習
や
子
ど
も
園
で
の

交
流
な
ど
の
様
子
、
絵
手
紙
・
展

示
の
実
習
を
発
表
し
、「
食
物
研

究
」
で
は
、地
産
地
消
に
こ
だ
わ
っ

た
調
理
実
習
や
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ

か
、
地
元
の
講
師
の
方
々
に
よ
る

授
業
風
景
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
理
科
の「
自
然
科
学
入
門
」は
、

生
物
・
物
理
・
地
学
・
化
学
の
４
つ

の
班
に
分
か
れ「
地
震
の
研
究
」な

ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
研
究
発
表

を
行
い
、
公
民
の
「
現
代
社
会
研

究
」
で
は
、『
最
新
の
が
ん
治
療
と

身
近
に
で
き
る
対
策
に
つ
い
て
』

を
テ
ー
マ
に
調
べ
学
習
を
行
い
、

出
村
和
優
君
が
代
表
し
て
発
表
し

ま
し
た
。

　
音
楽
の「
演
奏
に
親
し
む
・音
楽

表
現
」
で
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

で
照
ら
さ
れ
る
中
、
ピ
ア
ノ
演
奏

を
実
施
し
、『
空
も
飛
べ
る
は
ず
』

▼
３
月
の
行
事
予
定

『
星
に
願
い
を
』
な
ど
８
名
の
生
徒
が

最
後
ま
で
演
奏
。１・２
年
生
は
合

唱
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
『
あ
な
た

へ
〜
旅
立
ち
に
寄
せ
る
メ
ッ
セ
ー

ジ*

』『
虹
』
を
披
露
。
ク
ラ
ス
一

体
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

　
２
月
２
日
、
追
分
公
民
館
ロ
ビ

ー
コ
ン
サ
ー
ト
〜
ア
イ
ス
キ
ャ
ン

ド
ル
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
夕
べ
〜
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
追
高
生
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
を
中
心
と
し

た
生
徒
有
志
が
、
ポ
ス
タ
ー
制
作

（
今
年
は
菊
地
可
恋
さ
ん
が
デ
ザ
イ

ン
）
や
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
。
当
日
も
会
場

設
営
や
進
行
、
キ
ャ
ン
ド
ル
の
設

置
、点
火
作
業
な
ど
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
幻
想
的
で
美
し
い
会
場
作
り

に
追
高
生
が
一
役
買
い
ま
し
た
。

　
ホ
ー
ル
に
は
素
敵
な
演
奏
が
響

き
渡
り
、
美
し
く
や
さ
し
い
キ
ャ

ン
ド
ル
の
灯
が
追
分
の
街
に
揺
れ

て
い
ま
し
た
。

　
寒
さ
で
か
じ
か
む
手
に
、
息
を

吹
き
か
け
な
が
ら
作
業
を
頑
張
っ

た
か
ら
こ
そ
感
じ
る
こ
と
の
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
。

追高＝一人ひとりが主役の学校
　追分高校は、少人数だからこそ、強い絆で結
ばれた仲間と出会え、誰もが主役になれる学校
です。
　追分高校の教職員は、生徒一人ひとりをかけ
がえのない存在として認め、３年間かけて、自
律した 18 歳に育て上げます。

追高＝一人ひとりを伸ばせる学校

▶皆さんのご意見をお寄せください◀
北海道追分高等学校（☎・FAX㉕2555）

〒 059 ‐ 1911 安平町追分本町７丁目８番地
ホームページで「追高の今」をご覧ください。
【http://www.oiwake.hokkaido-c.ed.jp/】


